
産絹量を異にする家蠶の發育性状に關する研究

（第1報）蠶兒の成長樣相に就て

永井覺

Satoru NAGAI: Untersachungen uber die Wachstnmseigenschaften des 

Seidenspiuners von Produktivitat der Seidensubstanzenstoffe.

(1) Vergleichung uber die Wachstumsphase des Raupenstadiums.
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　家旙の獲育にf1㌧ζ・量的蚊に！k理的性；伏の鍵化に及ぼす齢稀憂約CL）研究は、各般に凱りて醜に

多数の研究があるが、微慌を構成する1鼎llギの：lll二的鎚異に因りて招來せられる甜兇の搬削生｝伏に

就ての比較研究IS　Raiめて少く、從て是等に鋤する研究及び知見なくして行はれる∠1劃1的立lkに虫

態的研究の縞露1毛に就てもでく充分なる揚合あるは思惟するに難くなレ・。而して家1餓に於て、その

構成器’帥括絹繍蜘よ家職の品種系統1二より、飼育要約により之が猟慨に劃す翼1ヒ11りの憂異大

にして1）2wcnPorむ（1～）26）、1”luxley（1932）が1｝1襲」を構虞するある｝器’自’の特殊成王乏が他の器’iyの｛；H

互成長に及ぼ歩開係に就て研究せる紬県に鎌みても注圏すべき現貌ご謂はねばならない。

　家識の獲育撹構．ヒ、絹新i膿の律在が至大の闘係にあるは、鶯養生麗畢的に雛塚陣：i二（1918）、

藤井博士（加31）及び大橋氏（ig33）馨、其他多くの研究がありv叉絹綜腺の摘出又は1血緋孔閉鎮

等により之が鑓灘の褒育に及ぼす影響に就ては、梅谷博士（1925・1930）、山口氏（193d）箏の研：

究があ’閨A班に1撒Eの成長櫓加に在りてもその蒋する網綜腺の黛的濾長の支配をうくるこε大

なるはb・忙〃1博士（1925）、八水1蝉士（1926）、木麗ll鉾」：（1929）、當氏（1939）及び察賀氏（1940）等

が既に示俊を興へてゐる憾である。如斯羅兇の農育機i賑i二絹綜腺の存在はその關係するざころ

大にして、從て獄兄の成長が八木博士の探用せる簿勤｝予自己鯛媒1乍用の方穣ヱ疇を以て表し得

るや、叉成長圏の分離等にも異論があるのは〔：木暮博士（1929）、藤井博士（lg31）。太旧氏（193

2）、大工頗氏（1938）〕鉱禮に鮒する網綜腺量の如何に存するこεも亦一因ご考へられる。從て

家聡の獲育性状の研究．ヒ或は成長式の決定上、延ては家鉱の生理的蚊にL－1三態的性状の攻究上翻　　“

兇に掛する絹綜腺量の多少カマ如何なる影響を有するやに就ての比較瞼討は、家難に於ける絹紳

腺存在の生吻學的意義嗣明ご併せて極めて肝要なる讐罫柄ε認められる。

　筆滑は一部li温和9年以來産絹量を異にする（盤醗重に劉する編赫量叉は繭璽に鮒する繭羅蚤）

家獄φ獲育性状に關し、比ll変研究せる腱既に述ぺたるが如藩罫項蚊に實際養認上に關聯して5

若：Fの添唆を與へ得べき所見を得たので、先づ産絹量を異にする系統黛の戊長様桐に就て比較

観察した結果の大要を報告するこEにした。

　本文を稿するに當り、御校閲の勢を賜りたる恩師蒲生教授に動し深謝するご共に、供試瀬の

“一一 高唐�oへられたる齋藤展夫氏、常に按土｝かを輿へられたる吉田和一氏、中田太郎氏蚊に實験上

非常なる助力を賜りナこる藤井善雄氏に調・し談芸に厚く御禮lil」漁3ゴる次第である。

亡∬〕供試材轟及び實験寛淡

※　供試材料は第1表に爪すが如き系統群鷲魁を用ゐたのであるが、各晶種毎に」’ヒ較すべき；糠
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兇の｛撒Eを略相似ならしめ，、性つ細綜物質璽を異ならしむるやう系絨の溝版1£に～1．愚したもので
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　以上［1本種の揚合に於ける騰重及び絹綜腺重の成侵機相は、共に支郡種の揚合ミ憂く岡康の

關係にあるこざが認められる。而して5齢爽育中の齢前期及び齢後期に於ける獲育度に就き起

聾0にεり・膿轍び維過磁の夫々鯛数によ嘲赫れ齢6駒如くなるも・之より

t鋤eを求めて比較するにN蒸絹最多き系統纈は齢前期に於け、る畿育大なるも、齢後期は却て

産絹量少き系統獄に於て畿育大なるこε支那種の揚合ε傘く岡媛な7pこざが認められるp
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表示jhれば第11表及び12表の如くである。

　　　　　　　　（第11表）　♂の餌司期髄藁及び絹綜腺重の増加　（（均系）
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（第12表）　♀の5閲P期慌．1及び絹締腺垂の塘加　（C2※）
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　上表に依れば、♂は♀に比し腿圭距絹綜腺重4蔓に齢初期の獲育成長礁ノくなる傾向にあるこt”h

産絹蝕を異にする揚合の比鮫矯聚ざ同康なるこごが認められるo

〔皿工〕潜　　　搬

　鷲兇獲ドゴ上特に5齢朋に於て購取せる響養物質がh、1謝豊の膿質蚊に絹綜吻質の遣成に輿へる

機講に就て藤井陣：ヒ（1931）s蒲聖博士（1938）雌に四∫気（1939）等の観察の結果1よ何れも齢繭期に

於て髄質の遣戎に、齢後馴に在りては網綜吻質の遣戒に寄與する慮大なるを認められてゐる。

而しで筆蓄の澱絹鐙を異にする系統願に就丁の前紀比較観察に於ても略同様iの結果を得たので

あるが、魔猫董多き系統獄εなるに從ひ、齢前朋に於ける｛驚鍵遣成虹に膿璽塘加は懲速且っJtiiiJE

期閥にして、次で絹綜物質は極めて早期より造成される傾向著しきは蒋に沈目すぺき事柄εラ渉

へられる。邸ち塵隅冨｛1二を異にする場合の成長内容を瞼討するに、燈重。膿質霊蚊に絹縣腺重は

夫々略S≠伏成長をなし、杜つ渡育遽産は何れの系統も1成畏蘭なるを示すが、髄重並に騰質

重の成侵速迂ノ）最需を示す1｝削田は澱燭量少き系統獄εなるに從ひ選れるをみたのである。他方

絹孫腺の獲肖速度は何れも2成畏圏（木暮博士の所謂2同の加速度的成長の意）を示し、，之が

第1次戎畏11に於ける成疑は艦質の遣成ε梱李行し、次で｛燈質重遣成の低下に伴ひ絹綜腺もそ

の影響をうけて一噂減退するもM更に再び絹綜腺特有の縦尋綜吻質。。疲による第2吹成長圏を形

成し、木暮博士及び，康井博士の厨論に一致ずる虚であるが、網綜腺の第1次成畏賜よ壱，第2次

成畏闘への隠移博期はb産添欝量の塘加に伴ひ夫々tkl：・徴的に早期に現に、その結果鯉躍重ざ絹綜

腺頭εの戊畏が瞳めて不均衡なる虞騰をなす期閥の畏唐に互るこεが認められ得るのであるQ

　次に縦絹1少き系統獄に於て罷重成罷速魔よりみて、2成長闘な示よが姐き結果を摺たこε

に蘭しては』騰質重の成展は1成長圏を示ずを以て、その要因は2成畏圏を示す綱綜腺の成長
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に支配さるるこξ大なるもの・三認め得られh而か煽譲系統獄o）紺綜腺σ）嬉1次成長圏より2栄鶏

次成長圏への憐1謡二期間に於ける成王1ミ連度の拠三下が・他の紐織、彬tニデの成長に比し大なるの特徴を有

するを以て之が影響｛こより、慌511：0塘む目は2成長r碗ン示‘』が蝋く表現せられたもの／1：1認めら

れ、是等に就ては一部湾く暮巨阻二（：LgL）1りの3．六せる成績に於’Cも窺はれる腿である，）

　如斯席絹lll：を【・ltl一にタるに伴ぴ，之が〃矧ミ｛隷鴇：ノぐ々系統的に留｛llilあるを辮摘し得るカ1故にh

その戊長：；・奪度帆望汝も晶種的編瓠三により、養育時期により夫々異るを以てb從來じ鄭譲の｛K腫成長

に關し八木llll士の探用せる1骸｝子臼【ltl「diu’媒・fXi三川の加lil式聾に太田氏（11．V；］fS）及び大1：原畿（．1．938）

郷の提小Uる實験了℃ご難もそのま・直ち1こ曹：；kll的に慮lll鳩來ない場合あるこざも推論し得られ

るミ共に、III；他ノi鰹的披｝：塩態的研究上1こ在のて？1》搬絹｝ltσ）露砂に就ての見地rl；り班に労慮を

要する揚合の勘くないこごが推理出東る。

　猫産絹jll：の」創Jilに俘ひ、1韻艦に1欝歪吊）慌「蹟ll：割冷の少費こミ及び糸1｝新i腺の第2次成長「制期に

於ける艦質重戚匿ミの不均a；t…∫なる藁鞘期側の長嚢こεは鶯義坐理1杓にも叢和を紹來し易いこミ

が考へられるから、既に蒲坐博【1（1938）も論述してゐるやう｛こ所謂多淋い：系占IL種飼育に當りて

は特に鶯養的要約の適切なるを要する1測リ」かなる慮である。

（V）総　　　括

　礎絹量を異にする系統獄の成長様相に就き比較槻察せる結泉館に論議せる事柄を紹括すれば

訳の如くである。

1）磯絹1，1：多費系続叢聡なるに從ひb幼齢期に於ける艘重11・1加1尉舎大にして、｝ll：齢期に於ては

　却て隆網lll：少き系統獄の膿重塒加大r，itる傾向がある。　　　　　　　　　　　　　・

2）　5齢期に於ける｛慨重・驚質矩漁セに絹細1泉並は何オzもS字形成擾をなすが之が威爬様枳は、

　麗絹量多き系統錨εなるに從ひ、齢前期の撒叢及び1鍛貿重の塘加漣1斐大にして、後齢期に於

　ては却て塵絹量少きi系統鷲に於て夫等の塘力1醜度大で｝而かも何れの系統ll：潰に；ri｛尋，ても1戒

　畏圏εしての型を示す。

3）騰絹ji；：少き系統鉱に於ては縢即曾加漣度にイ1拘て、恰も2戒長圏ざしての塑を表現する

　が、之は絹紳腺の成長襟柑に支配さるるこS大なる結某：3認められる。

4）　5齢期に於ける絹綜腺重の増加5牽度は何れのi系統灘に於ても2戚長陶の型を形成し、タ嘗1

　次成長圏期間の長さは産絹蹴多き系統獄ミなるに從ひて短縮され、從て第2次戚長圏の期間

　は延長され、延いて髄質ε絹赫腺の祠蔵者が械めて不均衡なる放長をなす期間の長唐に互るこ

　εが認められる。

5）絹紳腺の第1訳放艮關の最高を示す時期ε、髄質遣放速度の鍛高1博期ミは何れび陶系統ll：置に

　於ても略一一・致し、蔑絹量少き系統鷲ごなるに仲ひ、膿貿輩成ε網聯腺の卒行1均戚侵期閥の長

　いこεが窺はれる。

6）從て5齢期に於て揖取せる糖養物質は、齢前期に於ては髄質の輩成に、齢後期は網綜物質

　の逡成に奇興するこNS大なるも、騰絹量多き系続識5なるに從ぴ、髄質造戚期開短かく、絹

　i孫物質燈成期閥は長期に瓦り、且つ騰璽に蜀する催質距割合も砂くなるこSが認められる。

7）以上の結果に基き、從來翻児の戒長に關して論議されゾこ戚畏公式の決建及び成長圏の分離

　等に就き異論のあったこミに獅し、叉更に懲兜のろ｛三理的蛇に座態的事項の研究に於ても、塵

　絹鍛の多少に就ての見地より、猫考慮されねばならぬこSが推理される。

（於郡タ蓬製綜株武會滋螺嘉所）

槽
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